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サントリーサマーフェスティヴァル　芥川作曲賞創設20周年記念ガラ・コンサート

最初のアコーディオン独奏曲(BONE+, 1999)以来、2曲目の独奏曲で4つの楽章から成る。
この11年の間に、コンチェルト、室内楽曲、管理された即興音楽、映画音楽、舞台音楽な
どでアコーディオンを含んだ曲を多く作曲した。そのため『BOOK I 』 の作曲は、自分に
とって、新たな試みができるかどうかという点で、非常に緊張感の高い仕事だった。

私は、これまで存在しなかった、独創的なアコーディオン曲とはどんなものかについて考
えた。この楽器では演奏されたことのない音楽。技術的にも音楽的にも、アコーディオン
演奏家に新しい感覚もたらすような音楽とは何だろうか。

委嘱者Stefan Hussongの演奏から直接インスピレーションを受け、私はとりわけ、アコー
ディオンには、要求されてこなかった、どちらかというとこの楽器には難易で、上手く効
果が出ないと言われている表現に着目した。それは、囁くような音色で素早くレガートで
動き回ったり、垂直的で鋭い音色による多重音の速い複雑な音の連なりや、気の遠くなる
ほどの長音を弱音で、極限の蛇腹技術でコントロールすること、また両手の運動の限界に
挑戦した跳躍パッセージと同時に複雑なリズムで奏される「口」(多様な種類の無声音によ
る)のパートなどである。

そして4曲はどれも、演奏者の演奏に際する内的状況が、慣習とは異なる状況になるよう
な「数え方」、「呼吸のコントロールの仕方」、「音の聴き方」などを意図的に創造し、
それによる独自の音楽時間や音楽的テンションの実現を試みた。

実演にあたり、初演者のHussongは、特に1曲目と4曲目は不可能に近いと言っていた
が、このCDでは、私の意図した音楽にそぐわないところは無い。1999年作曲の『BONE
+』の時もHussongは無理だと言っていたが問題無く弾けた（そして今では世界各国の20
歳前後の演奏家の卵たちが挑戦している）。私は今後も躊躇なく、演奏家の持つ、未だ使
われていない能力と、新たな音楽の可能性をどちらも信じて作曲していく。そのように思
えるのは、優れた演奏家たちとの出会いがあってこそで、Hussongもまた例外ではない。
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